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内
村
君
の
処
女
作
『
秋
水
嶺
』
は
、
非
常
に
素
直
な
力
作
で
あ
る
。
戯
曲
と
い
ふ
も
の
に
十
分
興
味
を
も
ち
、

し
か
も
卑
俗
な
方
向
を
ね
ら
は
ず
に
、
舞
台
の
芸
術
的
効
果
を
計
算
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　
所
謂
「
お
芝
居
」
を
さ
せ
ず
に
、
必
要
な
筋
の
起
伏
を
盛
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
作
者
の
文
学
的
才
能
と
人
生

的
経
験
に
俟
つ
外
は
な
い
が
、
内
村
君
の
若
さ
は
、
た
し
か
に
こ
の
題
材
の
前
で
汗
を
流
し
て
ゐ
る
や
う
に
思

は
れ
る
。
経
験
の
世
界
と
想
像
の
世
界
と
が
、
年
齢
を
境
界
と
し
て
目
立
つ
た
一
線
を
劃
し
て
を
り
、
主
題
の

全
貌
が
観
念
の
露
出
の
ま
ま
に
終
つ
て
ゐ
る
個
所
が
な
い
と
は
い
へ
な
い
。
に
も
拘
は
ら
ず
、
作
者
が
企
図
し
、

寧
ろ
主
要
な
目
的
と
し
た
生
活
環
境
の
描
写
に
は
、
特
殊
な
観
察
を
以
て
組
立
て
ら
れ
た
地
方
色
と
そ
の
底
を

流
れ
る
青
春
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
イ
が
、
多
少
月
並
で
は
あ
る
が
、
可
な
り
執
拗
に
、
従
つ
て
、
あ
る
迫
力
を
以
て
、

一
貫
し
た
快
適
な
リ
ズ
ム
を
形
づ
く
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

　
人
物
と
し
て
は
、
や
は
り
、
篤
と
三
郎
、
こ
の
二
人
の
青
年
の
対
照
が
面
白
い
。
意
識
的
に
与
へ
ら
れ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
性
格
よ
り
も
、
作
者
が
無
意
識
的
に
こ
の
二
つ
の
生
命
に
織
込
ん
だ
自
分
自
身
の
姿
、
そ
の
思
想
、

趣
味
、
気
分
、
い
づ
れ
も
、
現
代
青
年
の
一
部
を
代
表
す
る
空
気
の
や
う
な
も
の
、
そ
れ
が
最
も
客
観
的
な
角

度
か
ら
捉
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
た
し
か
に
、
作
者
の
文
学
的
素
質
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し

得
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
は
、
要
す
る
に
、
未
完
成
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
約
束
し
て
ゐ
る
点
で
注
意
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す
べ
き
作
品
で
あ
る
が
、
今
度
、
こ
れ
を
築
地
座
で
上
演
す
る
に
当
つ
て
、
作
者
と
協
議
の
上
、
若
干
筆
を
入

れ
て
も
ら
つ
た
。
稽
古
中
、
様
々
な
問
題
が
作
者
の
前
に
提
出
さ
れ
、
珍
ら
し
く
波
瀾
に
富
ん
だ
演
出
で
あ
つ

た
。

　
私
は
非
常
に
忙
し
か
つ
た
の
と
、
信
頼
す
べ
き
協
力
者
阿
部
正
雄
君
を
得
た
の
で
、
稽
古
の
殆
ど
大
部
分
は
、

阿
部
君
の
努
力
に
期
待
し
た
。

　
二
ヶ
月
に
近
い
稽
古
は
、
有
意
義
に
行
は
れ
た
。
演
出
者
の
目
標
に
舞
台
を
近
づ
け
る
こ
と
の
困
難
は
、
一

般
に
俳
優
が
そ
の
責
任
を
負
ふ
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
阿
部
君
の
演
出
振
り
　
　
寧
ろ
俳
優
の
指
導
振

り
は
、
正
に
、
自
分
が
全
責
任
を
負
ふ
か
の
如
き
概
を
示
し
て
ゐ
る
。
同
君
の
熱
意
は
、
文
字
通
り
舞
台
を
燃

え
立
た
せ
、
俳
優
諸
君
も
よ
く
こ
れ
に
堪
へ
た
。
人
事
を
尽
し
た
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
序
に
装
置
の
こ
と
を
一
言
す
れ
ば
、
元
来
「
新
劇
」
の
舞
台
は
、
「
新
劇
的
装
置
」
を
必
要
と
す
る
筈
な
の

に
、
こ
れ
ま
で
は
、
専
門
装
置
家
の
好
意
に
甘
へ
て
、
職
業
舞
台
の
「
贅
沢
な
装
置
」
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て

ゐ
る
傾
き
が
あ
つ
た
。

　
今
度
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
点
に
も
一
つ
の
試
み
を
断
行
し
、
装
置
の
プ
ラ
ン
は
演
出
者
自
身
の
手
で
こ
れ

を
案
出
し
、
装
飾
的
部
分
で
画
家
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
幸
ひ
、
僕
と
親
し
い
中
川
紀
元
氏
が
、
そ

の
闊
達
自
在
な
筆
を
以
て
、
曾
遊
の
地
朝
鮮
の
「
色
」
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
二
重
の
意
味
で
、

一
般
観
客
諸
君
の
注
意
を
促
し
た
い
と
思
ふ
。
（
一
九
三
五
・
一
〇
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
岸
田
國
士
全
集22

」
岩
波
書
店

　
　
　1990
（
平
成2

）
年10

月8

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
現
代
演
劇
論
」
白
水
社

　
　
　1936

（
昭
和11
）
年11

月20

日
発
行

初
出
：
「
築
地
座
　
第
二
十
九
号
」

　
　
　1935

（
昭
和10

）
年10
月26

日
発
行

※
初
出
時
の
題
は
「
「
秋
水
嶺
」
上
演
に
つ
い
て
」
。

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

入
力
：tatsuki

校
正
：
門
田
裕
志

2009

年9

月5

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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